
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

松阪市では美しく豊かな景観を、かけがえのない市民共通の資産として、誇りと愛着の持てる郷土づくり

を実現するため、松阪市景観計画を進めています。 

また、良好な景観の形成が特に必要な地区を重点地区に指定し、市民の皆様に「もっともっと松阪市の景

観を好きになってほしい」との想いで、まちなみの保全に取組んでいます。 

柳瀬新田・大溝新田は、三重県内有数の深蒸し煎茶の産地で、上質

なお茶が栽培されています。櫛田川沿いのゆるやかな傾斜地に広が

る、まとまりのある茶畑の景観は、本市を代表する文化的景観として

保全する必要性を強く感じることから、重点地区（候補）としての位

置づけをしていきたいと考えています。 

松阪市景観計画を進めています！ 

茶畑の緑が美しい柳瀬新田・大溝新田について 

清流・櫛田川の清らかな水や川霧の恵みと山間部の澄み切

った空気に育まれたお茶、そして、その緑広がる茶畑の景観

は、地区の自慢であるとともに、松阪市を代表する文化的景

観として高く評価されています。 

当地で生産される深蒸煎茶は、蒸す過程で長く蒸すことで

成分が浸出しやすく、色が濃く、ほどよい渋みで苦みの少な

いまろやかなお茶が栽培されており「関西茶品評会」の深蒸

し煎茶の部門で、市町村毎に与えられる産地賞に、松阪市が

第1位を連続受賞するなど、高い評価をいただいています。 

松阪市飯南茶業伝承館 

柳瀬新田・大溝新田地区の 
景観まちづくり 
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松阪市飯南茶業伝承館は、茶業振興と茶製造技術の伝承 

を図るとともに、

お茶の歴史と茶情

報の発信の拠点と

するため設置され

た施設で、お茶の

淹れ方・手もみ体

験教室などを行っ

ています。 

柳瀬新田・大溝新田は、櫛田川沿いの山間部の傾斜地に位置し、寒暖差や水はけの良い石地の緩傾斜に

広がる地形など、おいしい茶葉を栽培するための良好な自然条件を兼ね備え、県内有数の上質な深蒸し煎

茶の産地となっています。 

（写真：三重フォトギャラリー） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松阪市では、市を代表する良好な景観特性を有し、特に景観保全に努めていく必要がある地区を『重点地

区』として指定しています。 

重点地区とは、住民、事業者、行政が一体となり、地区の美しい景観を守り、将来にひきついでいくた

め、市の景観計画に位置づけられた地区のことをいいます。現在、市内４箇所が重点地区に指定されてお

り、地区特有の歴史的まちなみを保全するとともに地区間の交流活動や、住民によるまちなみの保全活動、

行灯の点灯などまちなみの演出、地区の歴史や偉人の探求活動など様々な景観まちづくり活動が行われてい

ます。 

市内では４地区が重点地区に指定されています！ 

重点地区で行われている様々な景観まちづくり活動を紹介します！ 
歴史的建造物の 

活用 
地区の伝統行事を 
現代版として復活 

みんなで柿渋塗りして 
まちなみをメンテナンス 

“格子戸のまちなみ” 
を行灯で演出 

まちの散策を 
通じた交流活動 

景観まちづくり 
意見交換会 

【重点地区や重点地区（候補）の位置】 

Ａ 通り本町・魚町一丁目周辺地区 

Ｃ 松坂城跡周辺地区 

Ｂ 市場庄地区 

Ｄ 中万庄地区 


